
 

 

小学生向け防災情報紙「もしも新聞」の発行について 
 

１ 要旨・目的 

子供の頃から自然災害に対する意識を高め，防災について，体系的に理解を深めてもらうこ

とを目的として，株式会社アクセスプログレスが，県の監修のもと，地震・津波に関する小学

生向け防災情報紙「もしも新聞」を発行した。 

 
 

【株式会社アクセスプログレスの概要】 

 社名：株式会社アクセスプログレス（東京都） 

 事業内容：セールスプロモーションに関する企画提案およびツール制作等 

 

２ 現状・背景 

○ 株式会社アクセスプログレスは，地方自治体と連携した防災情報紙の発行を推進してお

り，これまでに和歌山県，横浜市，大阪府で発行実績がある。 

 ○ こうした中，今般，本県に対して発行の提案があったため，地震・津波に関する普及啓発

を強化する一環として，紙面の監修を行うとともに，教育委員会と連携を図るなど，発行に

協力したもの。 

 

３ 概要 

（１）実施主体 

   発行：株式会社アクセスプログレス 

   監修：広島県 

 

（２）実施期間 

   令和３年９月 22 日～ 

 

（３）場所 

   ― 

 

（４）実施内容 
 

配 付 先 県内の全公立・私立小学校 

配付対象 小学４・５年生 

発行部数 約 53,000 部 

規   格 タブロイド版 12 ページ 

そ の 他 併せて県内市町等にも配付を行う予定 
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